
ね 
 

 
 
 
 
 
 

 会長報告                 長友芳郎 会長 

◇皆さん 2 月 11 日の IM お

疲れ様でした。 

銀座のママさんの講演おもし

ろかったですね。あれから二

週あけて久々の例会です。 

最近だいぶ暖かくなりました。

寒さは苦手なのでありがたいです。 

本日は世界理解と平和というお題で伊藤会員に卓話をし

て頂きます。それでは宜しくお願いします。 

 

  幹事報告                 川上 勉 幹事 

◇2023.04.16.(日).2022-23 年度「ロータリー賞」のため

の最終説明会が Zoom で

開催されます。 

◇2023.04.23.(日).地区

研修きょう議会が開催さ

れます。 

点鐘：09.00 昼食：12.30-13.15 講演：13.20-14.40 

会議：14.40-15.30 会場：水戸プラザホテル 

 

 社会奉仕セミナー報告   奉仕 PJT 委員長 海老原 賢 

地域の気候変動対策と私たちの生活 

阿見町 （例） 阿見町ゼロカーボンシティ宣言 

 ⅰあみの自然を活かした再生可能エネルギーの利活用

など、自然と共生するまちづくりを進める。 

 ⅱ霞ヶ浦や平地林・農地などの、あみの自然の多面的

機能を守り、育て、気候変動の 

  緩和と適応を図っていきます。 

 ⅲ５R の推進、地産地消と環境にやさしい農業の推進、

食品ロス対策など資源を大切に 

する持続可能な循環型社会づくりを進めます。 

 ⅳあみの自然を楽しむライフスタイルづくりなど、省エネ

ルギーや脱炭素にむけた   ライフスタイルの見直しや

技術の普及と対策を進めます。 

 ⅴ町民、事業者、協力団体と連携を図り、地域、家庭、

職場での環境学習や体験学習などあみの自然大好きプ

ロジェクトを進めます。 

 太陽光発電施設がいろいろな場所に造っていますが、

森林を伐採、伐根して作っている場所を見ますが、自然

環境を壊しているように思い

ます。太陽光発電施設の許

可を出すときに、場所を考え

て許可を出さないといけない

と思います。 

 

第 1159 例会報告（2023.03.03） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング 君が代 奉仕の理想 

本日のプログラム 特別月間（平和と紛争予防） 

ゲスト ・ ビジター  

水と衛生月間 

■出席状況 

会 員   8 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  7 名 

出席免除  0 名 Make-up 1名 

定款第10条(第6-7節除く) 石﨑会員 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 21,000円 293,000円 

■MESSAGE 

長友会員 伊藤さん卓話よろしく 

川上会員 桃の節句を祝いましょう。 

荒木会員 結婚記念日だそうです。 

伊藤会員 来週は明治安田レディースです。 

海老原会員 
明日は、R財団地区補助金セミナーはダイヤモンドホ

ール。３月11日から12日はライラセミナー開催 

松山会員 春ですね。 

横山会員 春めいてきましたネ！ 

≪例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 

TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 03.17】 

会員卓話⑥ 
（幸福の尺度：松山会員） 

クラブ管理運営委員会 
 

【通常例会 03.10】 

会員卓話⑤ 
（地域貢献：伊藤会員） 

クラブ管理運営委員会 
 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 
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 本日のプログラム  

平和構築と紛争予防月間 
クラブ管理運営委員長 伊藤将眞 

『戦争と平和』 

みなさんが考える平和とは

どのような状態か。 

辞書によると、「平和」とは 

①戦争や紛争がなく、世の

中が穏やかな状態にある

こと。 

②心配事やもめごとがなく、おだやかであること。 

と記されている。 

 

では「平和」の対義語は？ 

一般的に「戦争」や「紛争」、また「混沌」とのこと。 

「戦争」がなければ、「平和」であるといえるか考える必要

がある。 

 

平和学の父 ヨハン・ガルトゥング曰く、平和には①「積極

的平和」と②「消極的平和」が存在するという。 

「消極的平和」：暴力や戦争がない状態 

「積極的平和」：共感・協力をもとにした協調や調和がある

状態 

 

「戦争」は人権問題の一部であり、「戦争」がない状態はあ

くまで「消極的平和」。 

真に「平和」を実現するには「ＤＥＩ」を目指す必要がある。 

 

【D：ダイバーシティ（多様性）】 

「ダイバーシティ」は、人種や年齢、性別などの差にこだわ

ることなく、多種多様な人材が集まった状態のこと。 

【E：エクイティ（公平性）】 

「エクイティ」はさまざまな情報や機会へのアクセスが、公

平に保証されている状態を指す。 

【I：インクルージョン（包括性）】 

「インクルージョン」は企業において、従業員一人ひとりが

仲間を認めながら一体感を持って働いている状態を意味

する。 

些細な日常生活の中でも、ロータリアンは様々な多様性を

認め合い、公平であることをめざさなければならない。 

 

「平和」を実現するために、めざすべき姿は「ＤＥＩ」の体現

だ。 

 

平和構築と紛争予防月間 

 

今日、紛争、暴力、弾劾、人権侵害によって家を追われ

た人の数は 7000 万人。その半数が子どもです。 

 

このような状況を、私たちは絶対に受け入れません。ロー

タリーは、異文化交流を通じて相互理解の心を育て、紛

争解決のスキルを備えた人材の育成を通じて平和な世

界づくりを促進しています。 

平和な環境をつくるロータリー 

人道的組織として、平和はロータリーの使命の礎となるも

のです。私たちは、地域社会での平和構築のために人び

とが協力すれば、その変化が世界的な影響を生むと信じ

ています。 

ロータリー会員は、奉仕プロジェクトや平和フェロー・奨学

生への支援を通じ、貧困、差別、民族間の衝突、教育機

会の欠如、リソースの不平等な配分といった紛争の根底

にある問題に取り組むために行動を起こしています。 

ロータリーは、新たな課題に応えるために平和構築へのコ

ミットメントを高めています。ロータリーが未来にインパクトを

もたらすには何ができるか、持続可能な変化を目指すロー

タリーのビジョン声明をどのように実現できるか、といった課

題に取り組むべく、ロータリーは「平和構築」の定義をさら

に広げ、より多くの人が平和構築に参加できる方法を見つ

けることで、団結と幅広い参画による平和という概念に基

づくアプローチを取っています。 

ロータリーは、平和が可能となる環境を築いています。  

平和の推進におけるロータリーの 4 つの役割  

ロータリーとロータリー会員が担う役割： 

実践者：疾病との闘い、水と衛生、母子の健康、教育の

支援、地域経済の発展といった分野でのロータリーの活動

は、平和な社会への最適な条件を作り出します。 

教育者：ロータリー平和センターは、効果的な平和の推進

者となる 1,300 人の平和フェローを育成してきました。卒

業したフェローは、政府、教育、国際機関などで平和分野

のキャリアを築いています。  

調停者：ロータリー会員は、ポリオの脅威にさらされた地域

のすべての子どもにワクチンを投与するため、紛争地域に

おける人道的停戦の交渉を行ってきました。  

提唱者：ロータリー会員は、平和構築や紛争後の復興プロ

セスに積極的にかかわり、重要な役割を果たしています。 

 

 


